
資料５　次期「新させぼっ子未来プラン」策定に向けて　今後５年間の課題
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情報発信
○時代の流れを踏まえた、随時有効な媒体を活用した情報発信
○状況の変化や市民ニーズに柔軟に対応できる相談窓口体制の構築
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３
　
幼
児
教
育
・
保
育
の
充
実

幼児教育・保育に
おける量の確保と質

の向上

○幼児教育・保育の無償化に伴う、今後の需要の変化等の動向把握及び
　量の確保方策
○年度途中の待機児童の解消
○多様なニーズに対応するための保育人材の確保
○認可外保育施設における保育の質の確保
○離島・辺地等における保育の維持
○幼児教育・保育に係る調査研究事業の成果について、乳幼児教育の質
　の向上への活用方策や学会等でのより多くの関係者に向けた情報発信
○多様な保育施設・保育形態に対応した研修の実施
○保幼小連携の全市的なシステムの継続と推進
○インクルーシブ教育を推進するため、保育者の『多様な子どもに対応
　できる知識・スキル』の向上

幼児教育・保育にお
ける多様な事業・サー

ビスの展開

○医療的ケア児の受入など、多様な保育ニーズへの対応
○連携中枢都市圏事業における、病児・病後児保育の広域的な展開
○多様なニーズに対応するための保育人材の確保[再掲]
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地
域
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と
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て
の
支
援

地域における
子育て支援の充実

○在宅の子どもに対する支援の整理
○子育てサポーターの養成、子育てサークルとの連携等を通じた地域
　での子育て支援態勢の整理
○ファミリーサポートセンター会員の登録数の増加を図るとともに、
　利用を促進するための仕組みの構築
○ワークライフバランスに係る企業等への働きかけ

地域における
子どもの健全育成

○児童センターのあり方の整理等を含めた地域における子どもの居場所
　づくり
○児童クラブのニーズ量等を踏まえた計画的な整備及び質の確保
○屋内遊び場の整備・運営

経済的支援の充実

取組の方向性

子どもの療育と
発達支援

１
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実

妊娠・出産等に
関する知識の普及

○療育関係者のスキルの向上
○医療的ケア児の支援を含めた公平・公正な保育の利用
○子ども発達センター等の関係機関や事業所間の連携
○子ども発達センターの新患の待ち期間の更なる短縮が求められる

○福祉医療制度等における制度の認知度向上
○制度利用にあたっての利便性の向上
 （子育てワンストップサービス等の電子申請手続の拡大等）
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今後5年間の課題

母子への切れ目ない
支援と育児不安の

軽減

○妊娠・出産・育児に関する問題の複雑化や子育て家庭の孤立化
○民間を含めた地域資源を活用した身近な地域での支援体制の構築が求
　められる
○産科、小児科医療機関等の関係機関との連携
○児童虐待の未然防止
○乳幼児の不慮の事故の未然防止
○災害時の妊婦や乳幼児に対する支援
○保護者の養育上の問題による子育て短期支援事業のニーズの高まり

○望まない妊娠・出産による虐待のリスクの減少に向けた対応
○未成年の望まない妊娠による人工妊娠中絶の減少に向けた対応
○市内の乳幼児期から学齢期までにおける一貫した性教育の普及
○学生の頃から妊娠・出産に関する正しい知識を身につけ、将来のライ
　フプランを考えるための啓発活動が求められる
○食育の推進による健全な食習慣、子どものアレルギー対策に関する啓
　発が求められる
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